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4月末現在の会員数771人

（男性437人・女性334人）

（社）沖縄市シルバー人材センター （第４９号） 平成２３年５月５日（１）

シルバー人材センターの理念

自 主 自分のものとして考え

自 立 自分たちの力で育てる

共 働 一緒になって働き

共 助 お互いに助け合う

◎

通
常
総
会
（
５
月
総
会
）
の
開
催

平
成
23
年
度
の
（
社
）
沖
縄
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
通
常
総
会
を
左
記
日
程
に
て
開
催
致
し
ま
す
。

会
員
の
皆
様
は
必
ず
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

開
催
日

・

平
成
23
年
５
月
30
日
（
月
）

時

間

・

午
後
2
時
〜

場

所

・

沖
縄
市
農
民
研
修
セ
ン
タ
ー

キワタ・木綿・キワタノキ・ニセパンヤ等の名前を持つ。

中国南部からインドシナにかけて分布し高さ１０ｍになる

落葉の高木。インドキワタの別名も有する。

＝ 沖縄市内にて（4月8日撮影）＝



（社）沖縄市シルバー人材センター 平成２３年５月５日（２）

一
、
普
及
啓
発
活
動
と
会
員
の
増
強
、

就
業
機
会
の
拡
大

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
の
普
及
啓
発
活
動

に
よ
り
、
会
員
の
増
強
、
就
業
機
会
の
確
保
・
拡
大

を
図
り
、
会
員
の
公
正
・
公
平
な
就
業
機
会
を
つ
く

る
。①

会
員
ニ
ュ
ー
ス
「
ゆ
ん
た
く
」
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
充
実

②
地
域
諸
団
体
と
の
連
携
及
び
賛
助
会
員
と
の
交
流

③
普
及
啓
発
活
動
の
強
化
（
月
間
行
事
、
ゆ
ん
た
く

フ
ェ
ア
ー
等
）

④
入
会
説
明
会
、
就
業
相
談
の
充
実

⑤
各
種
デ
ー
タ
の
整
備
・
活
用

⑥
会
員
の
技
術
、
技
能
向
上
研
修
・
講
習
会
の
実
施

イ
、
刈
払
機
取
扱
い
技
能
講
習
会

ロ
、
駐
車
場
整
理
管
理
業
務
講
習
会

ハ
、
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会

ニ
、
そ
の
他
各
種
講
習
会
（
接
遇
・
マ
ナ
ー
講

習
会
等
）

⑦
就
業
機
会
の
拡
大
に
関
す
る
会
員
提
案
の
促
進

⑧
高
年
齢
者
無
料
職
業
紹
介
事
業
の
推
進

二
、

組
織
体
制
の
充
実
・
強
化
と
会
員
の

自
主

活
動
の
推
進

「
自
主
」
「
自
立
」
の
理
念
に
よ
り
、
理
事
会
及
び

各
専
門
委
員
会
活
動
の
充
実
と
地
区
・
地
域
活
動
を

充
実
・
強
化
す
る
。

①
理
事
会
の
活
性
化
に
よ
る
理
事
主
導
型
運
営
の
推

①
パ
ソ
コ
ン
教
室
の
充
実

②
「
手
作
り
教
室
」
の
充
実

③
福
祉
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
拡
充

④
弁
当
づ
く
り
販
売
事
業
の
拡
充

⑤
「
ゆ
ん
た
く
ま
ち
や
」
の
事
業
内
容
を
検
証
し
、

そ
の
継
続
策
を
検
討
す
る

⑥
各
種
講
習
会
の
開
催

五
、
都
市
公
園
管
理
（
指
定
管
理
）
事
業
の
充
実

都
市
公
園
管
理
（
指
定
管
理
）
事
業
は
、
３
年
目

を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、

安
全
な
憩
い
の
場
の
提
供
及
び
効
率
的
な
事
業
運
営

に
努
め
、
次
年
度
以
降
の
再
指
定
に
向
け
て
準
備
を

進
め
る
。

①
公
園
施
設
、
遊
具
等
の
安
全
の
確
保

②
行
政
・
地
域
と
の
連
携
に
よ
る
良
好
な
環
境
づ
く
り

③
都
市
公
園
情
報
の
提
供

④
講
習
会
等
の
充
実
に
よ
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

⑤
会
員
活
用
に
よ
る
効
率
的
な
事
業
運
営

六
、
訪
問
介
護
・
予
防
訪
問
介
護
事
業
の

受
注
体
制
の
強
化

要
介
護
・
要
支
援
認
定
を
受
け
た
高
齢
者
の
生
活

支
援
に
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
が
で
き
る
よ
う
関
係
機
関

と
連
携
し
事
業
の
拡
充
を
図
る
。

①
関
係
機
関
と
の
連
携
、
情
報
収
集
に
よ
る
就
業
の

開
拓

②
会
員
ニ
ュ
ー
ス
「
ゆ
ん
た
く
」
の
活
用
及
び
広
報

活
動
の
強
化

平

成

23

年

度

事

業

計

画

・

基

本

方

針

と

実

施

計

画

第
１
回

理
事
会
開
催

去
る
４
月
15
日
（
金
）
、
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ

ラ
ザ
会
議
室
に
於
い
て
、
今
年
度
第
１
回
理
事
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
こ
の
度
の
〝
東
日
本
大
震
災
〞
に
お
け
る
会
員

皆
さ
ま
か
ら
の
義
援
金
は
去
る
３
月
31
日
、
日
本

赤
十
字
社
沖
縄
市
地
区
長
・
東
門
美
津
子
氏
へ
お

届
け
し
て
参
り
ま
し
た
。
現
地
で
は
ま
だ
ま
だ
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
一
日
も
早
い
復
興

を
願
う
ば
か
り
で
す
」
と
の
嘉
陽
理
事
長
の
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

報
告
事
項
で
は
、
平
成
23
年
３
月
と
22
年
度
の

事
業
実
績
と
経
過
報
告
が
行
わ
れ
た
。

会
員
数
で
は
１
年
間
で
89
人
の
増
加
、
契
約
金

額
で
も
約
６
％
の
伸
び
と
な
っ
た
。
（
別
表
参
照
）

議
題
で
は
、

第
１
号
議
案
「
正
会
員
の
承
認
」
で
は
21

人

（
女
性
11
人
・
男
性
10
人
）
が
承
認
さ
れ
た
。
そ

の
結
果
、
４
月
15
日
現
在
の
会
員
数
は
７
７
１
人

（
女
性
３
３
４
人
・
男
性
４
３
７
人
）
と
な
っ
た
。

第
２
号
議
案
「
正
会
員
会
費
規
約
の
変
更
に
つ

い
て
」
及
び

第
３
号
議
案
「
事
務
費
規
程
の
変
更
に
つ
い
て
」

は
そ
れ
ぞ
れ
趣
旨
説
明
後
の
議
論
を
経
て
、
総
務
・

広
報
委
員
会
に
付
託
さ
れ
次
回
の
理
事
会
で
報
告
、

審
議
さ
れ
ま
す
。

23
年
度
ス
タ
ー
ト
の
「
中
期
事
業
計
画
」
に
つ

会
員
数
・
契
約
金
額
前
年
度
上
回
る
！



（社）沖縄市シルバー人材センター 平成２３年５月５日 （３）

③
会
員
の
ス
キ
ル
向
上
の
た
め
の
講
習
会
の
開
催

定
例
研
修
会
・
・
・
（
年
12
回
）

登
録
時
研
修
・
・
・
（
年
４
回
）

そ
の
他
の
研
修
・
・
（
随

時
）

七
、
新
規
事
業
の
推
進

就
業
機
会
の
拡
大
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
、
生
き
が

い
事
業
等
を
行
政
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
そ
の
創
出

に
努
め
る
。

①
生
活
便
利
班
（
仮
称
）
の
立
ち
上
げ

②
子
育
て
支
援
事
業
の
推
進

③
枝
葉
・
草
木
類
の
チ
ッ
プ
化
に
よ
る
資
源
化
事
業

に
つ
い
て
関
係
機
関
と
の
調
整

八
、
新
公
益
社
団
法
人
移
行
の
認
定
申
請
と

財
政
基
盤
の
確
立

平
成
20
年
12
月
１
日
に
公
益
法
人
制
度
改
革
三
法

（
法
人
法
、
認
定
法
、
整
備
法
）
が
施
行
さ
れ
、
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
公
益
社
団
法
人
へ
の
認
定
申
請

に
向
け
て
準
備
を
す
す
め
て
き
た
。
特
に
、
新
し
い
公

益
法
人
制
度
で
は
、
①
情
報
公
開

②
法
令
遵
守

③

自
己
責
任
経
営
体
制
の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
役

員
、
事
務
局
職
員
、
会
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
認
識

し
、
地
域
社
会
に
開
か
れ
た
地
域
に
貢
献
す
る
セ
ン
タ
ー

の
運
営
が
必
要
で
す
。

①
定
款
、
諸
規
定
、
公
益
目
的
事
業
等
の
認
定
申
請

に
必
要
な
書
類
を
作
成
し
、
公
益
社
団
法
人
の
移
行
認

定
申
請
を
行
い
ま
す
。

②
財
政
計
画
を
策
定
し
、
計
画
的
で
健
全
な
事
業
運

営
③
各
事
業
の
目
的
、
事
業
の
効
果
、
採
算
性
の
分
析
・

検
証

進
②
各
専
門
委
員
会
・
作
業
部
会
活
動
の
充
実

③
地
区
・
地
域
班
、
職
群
班
活
動
の
活
性
化

④
地
域
と
の
連
携
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推

進
⑤
同
好
会
活
動
の
支
援

三
、
安
全
・
適
正
就
業
の
取
り
組
み
強
化

安
全
就
業
は
最
も
重
要
な
事
項
で
あ
り
、
安
全
の

確
保
は
す
べ
て
に
優
先
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

適
正
就
業
は
セ
ン
タ
ー
が
会
員
に
就
業
機
会
を
提
供

す
る
前
提
事
項
で
あ
り
、
以
下
の
取
り
組
み
を
実
施

す
る
。

①
事
故
防
止
年
間
計
画
の
作
成
及
び
再
発
防
止
に
向

け
て
の
検
証

②
安
全
講
習
会
（
安
全
就
業
、
交
通
安
全
等
）
開
催

③
安
全
就
業
点
検
に
よ
る
自
己
啓
発

④
安
全
就
業
委
員
・
安
全
就
業
推
進
員
に
よ
る
現
場

巡
回

⑤
適
正
就
業
点
検
活
動
の
実
施

⑥
安
全
・
適
正
就
業
強
化
月
間
の
取
り
組
み

四
、
独
自
事
業
、
福
祉
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
事
業
と

「
ゆ
ん
た
く
ま
ち
や
」
の
活
性
化

会
員
の
経
験
・
技
能
を
活
か
し
、
生
き
が
い
を
創

出
し
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る
事
業
を
展
開
す
る
と

と
も
に
、
福
祉
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
拡
大
を

図
る
。

ま
た
、
「
ゆ
ん
た
く
ま
ち
や
」
は
介
護
予
防
、
作

品
販
売
、
飲
食
事
業
を
展
開
し
、
商
店
街
の
活
性
化

に
努
め
て
き
た
が
、
今
年
度
で
国
の
補
助
金
が
終
了

す
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
対
策
を
検
討
す
る
。

い
て
は
、
総
務
・
広
報
委
員
会
で
最
終
調
整
後
理
事

会
の
承
認
を
経
て
、
５
月
総
会
に
報
告
さ
れ
ま
す
。

又
、
先
に
行
わ
れ
た
「
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置

調
査
」
に
よ
り
、
そ
の
設
置
率
が
３
割
強
と
い
う
事

が
判
明
し
た
こ
と
か
ら
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
積
極
的

に
販
売
・
設
置
事
業
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
（
設
置
業
務
に
関
す
る
詳
細
は
、
折
込
チ
ラ
シ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

最
後
に
当
面
の
日
程
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

平成２２年度 平成２１年度 前 年 比

会員数（女性） 人 ３２３ ２８９ ３４

会員数（男性） 人 ４２７ ３７２ ５５

会員数合計 人 ７５０ ６６１ ８９

契約金額 円 36 2,596, 480 342 ,129,6 01 2 0,466 ,879

受注件数 件 ２,３２１ ２,４２２ △ １０１

配分金 円 26 0,407, 943 244 ,586,9 72 1 5,820 ,971

就業者数 人 ６１２ ５４９ ６３

就業率 ％ ８１．６ ８３．１ △ １．５

平 成 ２ ２ 年 度 事 業 実 績
（別表）



（社）沖縄市シルバー人材センター 平成２３年５月５日（4）

コ
ザ
中
校
地
区

地

区

活

動

コ
ザ
中
校
地
区
（
地
区
長
・
松
江
義
男
）
は
、

諸
見
小
学
校
の
下
校
時
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
始
め

て
、
５
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
程
、
喜
瀬
守
章
さ
ん
、
松
江
義
男
さ
ん
宛

に
〝
可
愛
い
感
謝
状
〞
が
届
き
ま
し
た
。
（
写
真
）

嬉
し
い
宝
物
を
受
け
取
っ
た
両
名
は
、
「
こ
れ

か
ら
も
可
愛
い
子
供
た
ち
を
し
っ
か
り
守
っ
て
い

き
ま
す
」
と
更
に
強
い
意
欲
を
満
面
の
笑
み
で
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

諸見小学校１年１組
まえどまり あかり
ちゃんから届いた感謝状

諸見小学校１年３組
くぼた るかちゃん
から届いた感謝状

〝
可
愛
い
感
謝
状
〞
届
く
！

『
ゆ
ん
た
く
ま
ち
や
』

５月 の 「ぬ ちぐ すい タイム 」 ご あ ん な い

健
康
講
話
テ
ー
マ

「
下
肢
静
脈
瘤
」

「
下
肢
静
脈
瘤
」
と
は
、
下
肢
の
静
脈
が
太

く
浮
き
出
て
い
る
も
の
を
言
い
ま
す
。

①
血
管
が
浮
き
出
て
い
る

②
む
く
む
、
重

い

③
こ
む
ら
返
り
が
起
り
易
い

④
だ
る
い
、

疲
れ
や
す
い
、
ほ
て
る
（
熱
い
）

⑤
か
ゆ
い
、

点
状
発
赤
が
あ
る

⑥
皮
膚
炎
や
湿
疹
が
あ
る

⑦
色
素
沈
着
が
あ
る
等
の
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん

か
。
直
接
命
に
関
わ
ら
な
い
疾
患
だ
け
に
放
置

し
が
ち
で
す
が
、
〝
難
治
性
皮
膚
潰
瘍
〞
等
余

病
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

予
防
法
に
つ
い
て
は
、
健
康
講
話
で
専
門
の

先
生
が
詳
し
く
教
え
て
く
れ
ま
す
。

日

時

平
成
23
年
５
月
18
日
（
水
）

午
後
２
時
〜
４
時

・
日

時

５
月
11
日
（
水
）

５
月
25
日
（
水
）

午
後
３
時
〜
５
時

・
場

所

『
ゆ
ん
た
く
ま
ち
や
』

・
参
加
料

３
０
０
円
（
材
料
費
別
途
）

・
お
申
し
込
み
は
『
ゆ
ん
た
く
ま
ち
や
』

「
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
」
ケ
ー
ス

い
っ
し
ょ
に
作
り
ま
せ
ん
か
！

「
コ
ザ
小
学
校
」
で
剪
定
！

コ
ザ
中
校
地
区
は
、
４
月
９
日
（
土
）
・
16
日

（
土
）
の
両
日
、
コ
ザ
小
学
校
に
お
い
て
〝
黒
木
〞

の
剪
定
作
業
を
行
な
い
ま
し
た
。
緑
多
い
自
然
環
境

に
恵
ま
れ
た
同
小
学
校
は
、
休
日
に
関
わ
ら
ず
児
童

た
ち
が
お
花
に
水
か
け
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
８
人
の
会
員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参

加
、
慎
重
に
剪
定
、
比
嘉
校
長
の
〝
あ
り
が
と
う
〞

の
言
葉
に
こ
ち
ら
の
気
も
晴
れ
晴
れ
！

=

森
竹

邦
良

=



（社）沖縄市シルバー人材センター 平成２３年５月５日 （５）

「
駐
車
場
整
理
業
務
講
習
会
」

〝

マ
ナ
ー
講
習
会
開
催

〞
の
お
知
ら
せ

管
理
群
班
（
班
長
・
嘉
川
宗
義
）
で
は
駐
車
場
整

理
業
務
に
お
い
て
の
サ
ー
ビ
ス
と
マ
ナ
ー
の
向
上
を

目
指
し
て
、
今
年
度
第
１
回
目
の
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。

管
理
群
班
で
の
就
業
を
希
望
す
る
会
員
さ
ん
は
、

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

記

日

時

５
月
18
日
（
水
）
・
19
日
（
木
）

（
い
ず
れ
か
一
日
受
講
）

午
後
３
時
〜
５
時

場

所

シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
大
会
議
室

対
象
者

管
理
群
班
登
録
会
員
（
必
須
）

及
び
管
理
群
班
就
業
希
望
者

講

師

東
洋
ワ
ー
ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
（
株
）

沖
縄
中
部
営
業
所

業

務

新
城

安
邦

氏

連
絡
先

事
務
局

９
２
９
―
１
３
６
１

前回開催の講習会風景

『

わ

っ

た

〜

ボ

ウ

リ

ン

グ

同

好

会
』

昨
年
５
月
に
結
成
し
、
山
田
浩
会
長
を
中
心
に

１
年
間
活
動
し
て
き
た
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
同
好
会
の

総
会
が
去
る
、
４
月
16
日
（
土
）
午
後
７
時
よ
り

市
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
て
、
会
員
30
名
中
24
名
の

出
席
で
開
催
さ
れ
た
。

新
年
度
の
活
動
計
画
や
予
算
案
等
が
全
会
一
致

で
承
認
さ
れ
た
。

新
年
度
は
、
月
例
会
の
充
実
や
他
組
織
と
の
交

流
会
、
９
月
に
は
宜
野
湾
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
と
の
交
流
試
合
等
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

懇
親
会
は
大
変
盛
り
上
が
り
、
今
後
の
健
闘
を

誓
い
合
っ
て
い
ま
し
た
。

=

金
城

米
男

=

「
こ
ど
も
の
国
」
美
化
活
動
に
63
人

毎
年
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
こ
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
好
評
を
博
し

て
い
る
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
恒
例
の
「
沖
縄
こ
ど

も
の
国
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
多
く
の
団
体
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
も
毎
年
、
園
内
及
び
駐
車
場
の
草
刈
り
・

美
化
活
動
と
し
て
参
加
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
は
63

人
の
会
員
が
積
極
的
に
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

局長賞の
トロフィー授与

ス
ト
ラ
イ
ク
の

連
続
で
し
た
！

おお～い盛り上がった懇親会

お
礼
の
言
葉
を
述
べ
る

事
務
局
長
の
石
原
興
嗣
さ
ん



（社）沖縄市シルバー人材センター 平成２３年５月５日 （６）

安
全
就
業
委
員
会

公

園

だ

よ

り

子
供
の
安
全
守
る
「
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」
！

22

年

度

年

間

事

故

件

数

９

件

！

都

市

（連
合
本
部
へ
の
推
薦
作
）

慣
れ
た
作
業
に
見
え
ぬ
危
険

い
つ
も
初
心
で
安

全
確
認

安
慶
田

中
校
地
区
・
仲
里

修

都
市
公
園
事
務
所
で
は
、
昼
夜
の
公
園
パ
ト
ロ
ー

ル
、
ゴ
ミ
回
収
、
砂
場
の
清
掃
再
生
作
業
等
を
９
人

の
会
員
で
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
砂
場
の
再
生
作
業
に
同
行
し
ま
し
た
。
こ

の
作
業
の
目
的
は
子
供
た
ち
の
安
全
で
す
。

最
初
に
砂
場
の
チ
リ
、
落
葉
等
を
取
り
払
い
ま
す
。

そ
の
後
耕
運
機
が
登
場
、
砂
を
30
〜
40
cm
掘
り
起
こ

し
ま
す
。
こ
の
日
砂
の
中
か
ら
出
て
き
た
の
は
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
、
サ
ン
ダ
ル
、
小
石
の
他
に
危
険
な
ガ
ラ

ス
片
で
し
た
。
踏
み
固
め
ら
れ
た
砂
を
柔
ら
か
く
す

る
作
業
と
思
い
き
や
、
危
険
物
の
除
去
で
子
供
た
ち

を
怪
我
か
ら
守
っ
て
い
た
の
で

す
。
こ
の
作
業
は
、
砂
場
を
有

す
る
公
園
58
ヵ
所
を
中
心
に
行
っ

て
い
ま
す
。

安全な砂場に
生まれ変わりました

耕運機で30～40cm掘り起こし
柔らかい砂場に再生します

会
員
の
広
場

で

い

ご

「
美
里
公
園
」
に
は
、
ク
ロ
ー
バ
ー
（
シ
ロ
ツ

メ
ク
サ
）
が
一
本
も
生
え
て
い
な
い
の
を
ご
存
知

で
し
た
か
？
茎
は
地
上
を
這
い
、
葉
は
３
小
葉
か

ら
な
る
複
葉
で
あ
る
が
、
時
に
は
４
小
葉
や
そ
れ

以
上
の
も
の
も
あ
り
、
特
に
４
小
葉
の
物
は
「
幸

せ
を
呼
ぶ
四
つ
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
」
と
し
て
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
草
は
密
生
さ
せ
て
他
の
雑
草
の
繁
茂
を
防

ぐ
働
き
を
し
ま
す
。
一
方
で
芝
生
に
と
っ
て
は
こ

わ
〜
い
存
在
で
も
あ
る
の
で
す
。

美
里
公
園
で
就
業
し
て
い
る
、
私
と
そ
の
仲
間

が
３
年
が
か
り
で
芝
生
を
守
る
べ
く
、
こ
の
シ
ロ

ツ
メ
ク
サ
の
抜
根
に
取
り
組
み
、
青
々
と
映
え
る

芝
公
園
を
築
き
上
げ
ま
し
た
。

「
美
里
公
園
」
内
で

〝
ク
ロ
ー
バ
ー
〞

を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
！

提
供
・
仲
松

弥
市
（
美
里
中
校
地
区
）

可憐な花を咲かせるものの
芝にとっては怖～い存在

鮮やかに芝が映える

美里公園

安
全
就
業
委
員
会
（
委
員
長
・
楢
原
教
宏
）
は
、

平
成
22
年
度
、
「
安
全
就
業
強
化
月
間
」
の
取
組
み

や
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
等
で
、
〝
事
故
ゼ
ロ
〞

を
目
指
し
ま
し
た
が
、

９
件
の
事
故
が
発
生

し
ま
し
た
。
い
ず
れ

も
安
全
に
対
す
る
基

本
が
守
ら
れ
て
い
た

ら
防
げ
た
事
故
で
す
。

昨
年
度
か
ら
比
べ
る

と
減
少
は
し
た
も
の

の
、
ゼ
ロ
を
目
標
に

掲
げ
て
き
た
だ
け
に

残
念
な
結
果
と
言
わ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

23
年
度
ス
タ
ー
ト
に

あ
た
っ
て
、
尚
一
層

一
人
ひ
と
り
の
安
全

意
識
を
高
め
、
今
年

こ
そ
目
標
達
成
を
完

成
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

年度別事故発生状況

平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度 平成２２年度

人身事故 ２ 件 ２ 件 ４ 件 ４ 件

物損事故 ２ 件 ６ 件 １２ 件 ５ 件

合 計 ４ 件 ８ 件 １６ 件 ９ 件



５月の予定

10
日
（
火
）

午
前
10
時
〜

新
入
会
員
説
明
会

17
日
（
火
）

午
前
10
時
〜

理
事
会

25
日
（
水)

午
前
９
時
〜

刈
払
機
取
扱
い
講
習
会

30
日
（
月
）

午
後
２
時
〜

５
月
通
常
総
会

（社）沖縄市シルバー人材センター 平成２３年５月５日 （７）

就
業
現
場
め
ぐ
り

「

中

央

公

共

駐

車

場

」

就

業
グ

ル

ー

プ

駐
車
場
開
門
前
の
一
仕
事
！

今
月
は
、
「
中
央
公
共
駐
車
場
」
で
就
業
す
る

二
組
を
紹
介
し
ま
す
。

比
嘉
定
義
さ
ん
は
、
月
２
回
駐
車
場
内
の
剪
定
、

草
刈
を
行
っ
て
い
ま
す
。
剪
定
、
草
刈
機
に
よ
る

作
業
は
開
門
の
10
時
前
に
終
わ
ら
せ
て
い
ま
す
。

丁
寧
な
仕
事
が
評
判
で
、
個
人
宅
の
仕
事
も
増
え

て
き
て
い
ま
す
。

砂
川
貞
子
さ
ん
は
、
同
駐
車
場
で
清
掃
を
担
当

し
て
い
ま
す
。
半
日
仕
事
を
週
２
日
、
貞
子
さ
ん

の
就
業
の
日
は
、
ご
主
人
の
善
孝
さ
ん
も
健
康
増

進
を
兼
ね
て
、
雑
草
駆
除
や
清
掃
の
お
手
伝
い
。

貞
子
さ
ん
は
一
番
街
の
共
同

ト
イ
レ
も
受
け
持
っ
て
ま
す
。

４
月
は
女
性
10
人
・
男
性
11
人
合
計
21
人
の

方
が
新
会
員
と
し
て
入
会
し
ま
し
た
。

各
地
区
の
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
。

【
美
里
中
校
地
区
】

・
國
吉

彰
子

・
宮
城

エ
ツ
子

・
兼
久

久
枝

・
稲
嶺

盛
正

・
原
国

政
明

・
島
袋

秀
光

・
比
嘉

善
文

・
安
里

栄
盛

・
湧
稲
国

安
雄

【
越
来
・
宮
里
中
校
地
区
】

・
砂
川

雅
子

・
仲
村

文
喜

４
月
新
入
会
員
紹
介

刈
払
機
取
扱
講
習
会
の
お
知
ら
せ

〝

技
術
・
技
能
の
向
上
を
目
的
に

〞

開
催
日
・
平
成
23
年
５
月
25
日
（
水
）

午
前
9
時
〜
12
時

場

所
・
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
大
会
議
室

草
刈
実
施
場
所

倉
敷
ダ
ム
（
予
定
）

・

参
加
者
が
少
な
い
場
合
に
は
、
翌
月
合
同

開
催
に
な
り
ま
す
。

・

参
加
希
望
者
は
５
月
23
日
（
月
）
迄
事
務
局

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※

電
話
で
の
受
付
は
出
来
ま
せ
ん
。

草
刈
機
使
用
女
性
第
一
号
誕
生
！

機
械
を
使
っ
て
の
女
性
草
刈
就
業
会
員
第
１
号
が
当

セ
ン
タ
ー
に
誕
生
し
ま
し
た
。

新
垣
ツ
ル
子
さ
ん
（
越
来
・
宮
里
中
校
地
区
）
は
、

昨
年
12
月
に
行
わ
れ
た
「
刈
払
機
取
扱
講
習
会
」
に
参

加
、
機
械
操
作
に
果
敢
に
挑
戦
し
見
事
頭
書
の
成
績
を

修
め
、
現
在
民
間
の
現
場
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

こ
の
講
習
会
で
の
成
績
は
技

能
・
技
術
・
姿
勢
・
態
度
全
て

〝
良
〞
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

草刈機使用
女性第1号の
新垣ツル子さん

開門前の一仕事に
熱が入る比嘉定義さん

仲良しの
砂川さんご夫婦

【
コ
ザ
中
校
地
区
】

・
玉
城

朝
子

・
上
江
洲

敏
子

・
古
謝

敏
子

・
西
永

眞
知
子

・
照
屋

正
明

・
喜
友
名

朝
英

【
美
東
・
東
中
校
地
区
】

・
平
田

佳
子

・
大
嶺

正
孝

・
垣
花

常
次

【
安
慶
田
中
校
地
区
】

・
岸
本

恵
美
子



編

集

後

記

（社）沖縄市シルバー人材センター 平成２３年５月５日 （８）

編

集

平
良

正
吉

崎
浜

和
秀

田
中

穰

写
真
協
力

池
宮

隆

仲
村

睦
秀

お

陰

様
で

50

号

！

真
っ
青
な
空
に
〝
こ
い
の
ぼ
り
〞
が
ゆ
う

ゆ
う
と
泳
い
で
る
光
景
を
見
る
と
、
心
が
洗

わ
れ
ま
す
。
そ
ん
な
季
節
が
今
年
も
到
来
し

ま
し
た
。

会
員
ニ
ュ
ー
ス
「
ゆ
ん
た
く
」
が
来
月
号

で
節
目
の
50
号
と
な
り
ま
す
。

情
報
、
写
真
の
提
供
へ
の
ご
協
力
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

次
の
60
号
、
100
号
に
向
け
更
に
内
容
を
充

実
し
て
参
り
ま
す
。

そ
こ
で
皆
さ
ん
に
お
願
い
！

「
ゆ
ん
た
く
」
へ
の
注
文
・
要
望
・
ご
意

見
等
お
聞
か
せ
頂
け
れ
ば
大
変
あ
り
が
た
い

の
で
す
が
・
・
・
。

記
名
、
無
記
名
は
問
い
ま
せ
ん
。
建
設
的

な
皆
さ
ん
の
声
を
参
考
に
今
後
も
「
待
た
れ

る
〝
ゆ
ん
た
く
〞
」
制
作
に
努
め
て
参
り
ま

す
。

〝
経
理
・
会
計
新
担
当
職
員
の
紹
介
〞

事
務
局
だ
よ
り

Ｇ・Ｗは『ゆんたくまちや』で
ゆっくり
ゆんたくしませんか！

お
待
ち
し
て
ま
〜
す
！

朗

報

！

沖
縄
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
連
合
本
部
に
推
薦

し
た
、
徳
永
軍
一
さ
ん
（
越
来
・
宮
里
中
校
地
区
）=

写
真=

の
安
全
標
語
が
全
シ
協
へ
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

全
シ
協
は
連
合
本
部
か
ら
推
薦
さ

れ
た
作
品
を
、
５
月
下
旬
開
催
予

定
の
「
安
全
就
業
優
秀
・
優
良
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
等
選
定
委

員
会
」
に
お
い
て
審
査
表
彰
作
品
を
決
定
し
ま
す
。

当
セ
ン
タ
ー
会
員
の
作
品
が
、
全
国
盤
で
活
躍
さ
れ

る
可
能
性
が
出
て
き
ま
し
た
。
期
待
し
ま
し
ょ
う
！

「
ひ
や
り
と
し
た
あ
の
体
験
を
今
生
か
せ
」

《
セ
ン
タ
ー
の
主
な
就
業
内
容
》

植
木
の
手
入
れ
、
除
草
、
草
刈
、
施
設
管
理
業
務
、

大
工
、
左
官
、
ペ
ン
キ
塗
り
、
福
祉
・
家
事
援
助
、

電
話
受
付
、
宛
名
書
き
、
賞
状
書
き
な
ど
い
ろ
ん
な

軽
作
業
を
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
、
セ
ン
タ
ー
ま
で

ご
連
絡
下
さ
い
。

（
土
・
日
・
祝
祭
日
は
休
み
）

３
月
末
に
定
年
退
職
さ
れ
た

長
峯
み
ど
り
さ
ん
の
後
任
と
し

て
４
月
１
日
付

で
着
任
い
た
し

ま
し
た

嘉
陽

憲
浩


